
「本物に触れる教育」～自分を伸ばす 互いに伸びる～

校長 真 鍋 豪

『思うは招く』～だったら，こうしてみたら～の演題で開催された，植松努氏（赤平市在住。

植松電機〔株〕専務取締役）の講演を聞く機会がありました。

小さい頃から宇宙に憧れていた植松氏でしたが，周りの大人たちは「お前は頭が悪いから無理

だよ。」と言って，頑張りたいのに「どうせ無理，失敗したらどうするの。」と，頑張ることを許

してくれませんでした。その経験と重ね，「今の子どもたちは頑張ることができなくなり，今でき

ることしかしなくなっている。そしてそれを自分に納得させるために『いやぁ，自分なんて…。』『ど

うせ無理だよ。』『面倒くさい。』と言い訳をする。」と警笛を鳴らしています。

企業家である植松氏は，「これからの社会では，０から１を創り出す必要があり，求める人材の

特徴は，『やったことがないことをやりたがる人』『諦めない人』『工夫する人』である。」と言い

ます。キーワードは「だったらこうしてみたら？」です。

本来人間は前向きなのに，諦め方を教えてはいけない。ぐっとこらえて，次のチャンスのため

に備えることを学ぶこと。つまり，本当の「我慢」を子どもたちに教えるべきだと訴えているの

です。「『夢がない。』と言う子がいたら，夢の見付け方を教えてあげる。夢を見つけるためには『感

動』できることが必要であり，感動すれば必ず夢が見付かる。やってみれば夢は必ず実現できる。

夢を実現する仕方を練習していけば，いつか大きい夢が叶うようになる。」と語りかけます。

「明るい未来を創るには，人間が本来もっている『やりたがり』

『作りたがり』『優しさ』『わくわく』を奪わなければいいだけで

ある。」との信念から，植松氏はいろいろな所へ行って子どもたち

に小さなロケットを作らせます。「勝手にやったらダメ。」と言わ

れた経験がある子どもは，失敗を恐れ言われた通りにしかできま

せん。植松氏は「どーせ」をなくしたいので，好き勝手にやらせ

ます。「助け合ってください。失敗したら僕が助けてあげるよ。」

と言うと，子どもたちは黙って作るのだそうです。みんなが見て

いる前での自分の失敗を恐れるがゆえに飛ばすことを怖がります

が，必ずロケットは飛んでいきます。それから子どもたちに小さ

な変化が現れます。人に優しくできるようになります。「自信」を手に入れたからで，人間は小さ

な自信があるだけで急に優しくなれるのです。

植松氏はこんな提案をします。「『どーせ無理。』と言う人を発見したら罰を与えてください。罰

は『だったらこうしてみたら…。』です。どうやったらできるかを考えさせることです。考えるこ

とをやめてはいけないのです。考え続けることです。」と。

「どーせ無理。」から「だったらこうしてみたら！」へ。考え方や姿勢を変えるだけで，未来へ

の可能性は大きく広がるのです。本校の「本物に触れる教育」に繋がるお話でした。
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児童会役員の紹介
後期の児童会本部役員が選挙で決まりました。３月までよろしく

お願いします。また，前期の役員の皆さんにはこれまで豊っ子のリ

ーダーとして頑張ってくれました。ここで紹介します。

１２月２９日(木)から１月３日(火)は，年末･

年始休業のため学校は閉鎖させていただきます。

１２月９日(金)に「私の未來プロジェクト」

として，３年生が命の授業を行いました。社

団法人 旭川ウェルビーイング･コンソーシア

ムの方々(現役の助産婦さんを含む)をお招き

し，命の尊さや大切さについて学びました。

赤ちゃんが産まれるまでの様子の説明を聞い

たり，ダミー人形をだ

っこしたりして，肌で

感じる体験学習となり

ました。
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豊っ子まつり
１１月２２日(火）毎年恒例の「豊っ

子まつり」が行われました。開会式では

「希望のバトン」を全校合唱し，その後

は２年生以上がそれぞれ出店を出してお

客さんをもてなしました。まと当てゲー

ムやお笑い芸の披露，しおりづくりなど，

子どもたちが主体的に計画し，運営する

楽しい活動になっていました。当日ご来
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